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 平成 29年 4月 1日の辞令により、私の職場は「苅田港務所」となった。生まれてからず

っと柳川で生活していた自分にとっては未知の土地であり不安がたくさんありました。あ

と２ヶ月ちょっとで配属されて１年が経ちますが私は今の職場が楽しいと思っています。

強いて嫌なところを言えば、立地が実家から非常に遠いところのみです。そこで、来年以

降配属されるかもしれない新採の方々に苅田港務所配属された際のあれこれを文章でまと

めます。 

 まず、職場や仕事内容について。苅田港務所には工務課（土木職）７名と港営課・庶務

課（行政職）１３名の２０名の少数精鋭で公務に勤しんでいます。１フロアに全員配置し

ているので先輩、上司の方の名前と顔はすぐ覚えられます。また３つの課がほぼ常に連携

して仕事をするため職場に溶け込むことがすぐできます。人見知りの方は最初きついかも

しれませんが、最初だけなので頑張ってください。すぐに慣れます（ちなみに私は人見知

りがあまりありません）。仕事の内容としましては、とにかく色んなことをします。一事務

所目の私なので他の事務所でどのようなことが行われているかわかりませんが、苅田港務

所は色んなことをします。アバウトに説明すると苅田港の円滑な運営や発展のための社会

資本整備です。当事務所は課が工務課のみなので港湾工事や道路工事、維持工事もします。     

福岡県の土木職で港湾に携わることはレアケースらしいので新採で経験するのはラッキ

ーかもしれません。また、新採でも工事費が比較的高い工事を担当できるためやりがい的

なものが毎回満たされていきます。幅広く仕事を経験したい方には非常にオススメの事務

所です。唯一私が危惧していることとして、苅田港務所の土木職は課内移動がないため他

の同期より早く事務所異動することです。普通５年程度で事務所移動があるのですが苅田

港務所では３年程度で異動があるので、そのときどのような不安などが襲ってくるのか危

惧しています。 

 次に、土木職特有のスポーツについて。土木職はスポーツに力を入れていると入庁する

前によく聞きますが、苅田港務所ではひたすら走ります。先にも記述した通り、工務課が

７人しかいません。野球は最低９人、サッカーは１１人必要、そう足りません。その代わ

り１年中走ります。球技が苦手な私にはラッキーでした。ちなみに私は早い段階で現役時

代の体重になりました。 

 最後に生活のことについて。苅田港務所は名前の通り苅田町にあります。福岡県寮は近

くに行橋寮があり、大型商業施設はありませんが、スーパー的なものは不自由ないくらい

あります。福岡市からは遠く、JR 特急で（乗り換えが必要）１時間ちょっとのところにあ

ります。都会は小倉が比較的近くにあります。この文章からわかる通り、田舎です。生活



するのに困ることはないので、映画やボーリングなど刺激が欲しいときは、小倉へ足を運

んでください。私は新車を入庁前に買いその返済のためお金を派手に使えないのである意

味よかったと思っています。また、グルメとして苅田は牡蠣が有名です。冬の時期には漁

港などで実がたくさん詰まった牡蠣が味わえます。初夏にはマテ貝の潮干狩りなどもあり

海系大好きな人にはオススメです。 

 このように、苅田港務所に配属されたらおそらく上記の内容が訪れます。拙い文章で申

し訳ありません。来年度以降配属される方への役に立てたら幸いです。 

★苅田港務所現メンバー（Ｈ29ｄ）によるメッセージ 

苅田港務所工務課 7名で、「苅田港

務所とは」というお題で苅田港務

所の紹介をおこないます。ズバリ

“世界をつなげる”というものに

なりました。外貿の９７％は船に

よるものであり、港湾事業で造ら

れるものは「国と国をつなぐ道」

の役割を果たしています。普段、

身近に使っているもの、食してい

るものなどはどこかの港から入っ

てきたものかもしれません。ある

意味、グローバルに活躍できる事務所なのかもしれません。また、津波などの災害から守

るものや漁業など営む人の支えにもなります。自分１人では思いつかないような意見がた

くさんでました。職場のことなど意見があるので、汚い字ですが写真のほうを参考にして

下さい。 


